































農業集落カードで集落として取り上げられているのは、蛸島町 17 町内のうち多い年で 1960 年
















表 1 農家数（単位：戸） 
  農家数 
専兼業別農家数 
専業農家 第 1種兼業農家 第 2種兼業農家 
1960 386 9 117 260 
1965 348 8 25 315 
1970 311 3 24 284 
1975 275 4 10 261 
1980 240 4 10 226 
1985 210 11 8 191 
1990 138 10 5 123 
1995 112 8 6 98 
2000 83 7 2 23 
2005 17 4 1 12 
2010 10 4 0 6 
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表 2 経営耕地面積規模別農家数（単位：戸） 
  0.3ha未満 0.3-0.5ha 0.5-1.0ha 1.0-2.0ha 2.0-3.0ha 3.0-5.0ha 
1960 179 103 102 2
1965 161 93 87 7
1970 143 86 74 8
1975 151 66 48 10
1980 136 69 25 10
1985 121 61 15 11 2
1990 28 15 2 1
1995 40 15 2 1
2000 20 9 1 1 1
2005 8 5 3 1









表 3 経営耕地面積（単位：ha） 
  面積計 田 畑 桑園 
1960       
1965 128 57 68 3
1970 114 48 64 2
1975 88 44 42 2
1980 74 42 33
1985 69 37 32
1990 42 27 15
1995 38 24 15
2000 30 18 11
2005 13 9 5

















表 4 農業就業人口（単位：人） 
  総計 
男 女 
0-29 30-59 60-64 65- 0-29 30-59 60-64 65- 
1960    
1965 400   
1970 352 10 20 46 33 147 96  
1975 251 3 8 4 20 16 115 34 51 
1980 221 8 7 6 22 12 78 27 61 
1985 208 6 10 4 27 6 68 23 64 
1990 124 6 3 6 24 1 32 8 44 
1995 98 2 2 1 28 0 7 19 39 
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度から 51戸が開始し、1962年には反あたり平均 6万円、1970 年には 29戸が平均 5段歩の耕作
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をし、段あたり平均 14 万円の収益をあげていた。耕作者が 15 年後に約半減した理由は、「重
労働である、労働力の不足、出稼ぎのほうが現金収入が多い」等と言われている。その葉たば









の記憶だと言いながら話してくださった。1 年に 2 回、各家でできたまゆ玉を持ち寄って出荷












ゃったB さんとC さんの事例を述べる。 
 
B さん（東仲町、女性、77歳） 













B さんは自分で乾燥所を 3 つもっていて、摘んだ葉はすぐにそこで乾かしていた。乾燥所も時
代によって形態はさまざまあり、B さんのものも最初は土蔵だったものがコンテナへと変わっ
た。また燃料も薪からコークス、灯油へと変わっていった。乾燥所は、葉を入れるとすぐに火
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表 5 葉タバコ栽培 1年間のスケジュール 
時期 作業内容 
2月 ハウスを準備 






  順次出荷 
（出所：Cさんのお話より筆者作成） 
 





















表 7 煙草耕作の変貌 
年度 耕作戸数 耕作面積（a） 収納量（kg） 収納代金（円）
昭和30（1955） 51 710.8  12872.0 3269507 
31（1956）  54 975.3  17886.5 5188775 
32（1957）  53 1014.5  19784.0 5612710 
33（1958）  51 1014.3  22581.5 5966275 
34（1959）  48 859.5  16254.0 4571190 
35（1960）  43 817.6  13217.5 4394120 
36（1961）  42 1196.0  24550.0 8006675 
37（1962）  39 1328.3  28619.0 10307010 
38（1963）  43 1636.4  24721.5 10121840 
39（1964）  46 1973.2  45029.0 14905287 
40（1965）  41 1491.1  33377.0 14297150 
41（1966）  37 1412.7  32928.5 16375440 
42（1967）  37 1453.1  37184.5 20645595 
43（1968）  36 1623.1  38718.5 22675495 
44（1969）  32 1545.3  32733.0 19064345 
45（1970）  29 1474.3  36542.5 22578165 
46（1971）  21 1270.0  29643.5 19611060 
47（1972）  20 1377.4  26077.0 17731545 
48（1973）  17 1237.8  31399.5 24053175 
49（1974）  16 1067.8  28955.5 31319810 
50（1975）  16 1134.2  29601.0 35515785 
51（1976）  14 1170.8  32219.5 42490523 
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かりの 3種であり、カグラモチは 3軒の農家が 1袋 30㎏の袋を 12袋、コシヒカリは 14 軒の農





























る。1人目は東仲町のB さん、2人目は東貝蔵のC さんである。 
まずB さんは、ハウスでの花をメインに栽培している。春には野菜の苗を作りかぼちゃを植
え、夏にはストックという花を植えている。ストックは夏に苗を育て始めてから冬の出荷まで
































る。1人目は東仲町のB さん、2人目は東貝蔵のC さんである。 
まずB さんは、ハウスでの花をメインに栽培している。春には野菜の苗を作りかぼちゃを植
え、夏にはストックという花を植えている。ストックは夏に苗を育て始めてから冬の出荷まで







































るようになってから 10 年ほどになるそうだ。Dさんであさとり市場の代表は 3代目になると言
っていた。出品者の方の中には今日来るつもりではなかったけど大根が大きくなっていたから
抜いて来たと言っている方もいて、自由な感じがうかがえた。また、出品しにくることが楽し
みの一つになっていると多くの方が言っていた。お互いに持ってきた野菜の値段をどうするか
相談し、そのトマトきれいだけど薬使っているの、といった声も聞けた。世間話や情報交換な
ど、人と繋がるための重要な場所であるとともに、農業の活性化のためにも他の農家やお客さ
んからの声、売上などで刺激を受けられる場所になっていると感じた。 
今回私が訪ねたあさとり市場では蛸島の出品者、お客さんともにいなかった。現在あさとり
市場に出品者として登録されているのは 14名の方だが、そのうち蛸島の方は 2名。正院支店は
立地的に蛸島から遠いこともあり、お客さんとしてくる蛸島の方もまれだそうだ。あさとり市
場生産者の代表の方は、正院支店のあさとり市場は地域の人とのつながりを大事にしており小
規模であり高く売れないため、大規模なところで高く売りたいという人はそちらを利用してい
ると言っていた。地域に根づくことが大切なあさとり市場では蛸島の客さんがこない蛸島の出
品者にとってあまりメリットがないのかもしれないと思った。 
当日来ていたお客さんの声を聞くと、朝の散歩感覚で毎回来ているという人が多かった。買
うものがあって来ているのではなく、いいものがあったら買おうという感じで、使っても 200
円か 300円という人が多かった。消費者の目は厳しく、特に目にとまるものがないと買わない。
そういった消費者と生産者のコミュニケーションで地域の農業が活性化するのだろうと思った。 
 
5．おわりに 
 
蛸島を訪れた時まず目に入ったのは真っ青な海である。漁業に支えられた町で、農業を営み
町を支えてきた農家の方々に出会った。町の人口が減り多くの人が農業から離れていく中でそ
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れでも農業に携わり生活している人がいた。農業はその人達自身が生きていくための糧である
ように感じた。自分が生きている町に誇りを持ち、畑を耕し米を作ってきた先人たちを誇りに
思い、自分たちが農業をしてきたこと、していることに誇りを持っていることがありありと伝
わってきた。そんな農家の方の口から「農家は私達の代で終わってもいい」という言葉を聞い
た時は衝撃であった。しかし安易に、蛸島を出て行くことを選び自分の人生を生きている子ど
もたちに後継者を求めないのも蛸島で生きてきた誇りゆえではないかと思う。 
今回お話を聞かせてくださった蛸島の皆様、珠洲市農協本店・正院支店の皆様、農業の知識
が浅い私に丁寧に説明してくださり思いを語ってくださった農家の皆様にこの場をかりてお礼
申し上げます。ありがとうございました。 
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